
(57)【要約】

【課題】絞り弁操作用ケーブルの装着操作を誤つても、

アウタチユーブがケーブル保持体から脱落することがな

い、気化器の絞り弁操作機構を得る。

【解決手段】絞り弁操作用ケーブルのアウタチユーブ２

１の端部を収納する収納筒１１と、スリツト１３を介し

て収納筒１１に連通するインナワイヤ挿通口１２とをケ

ーブル保持体１０に配設する。ケーブル保持体１０を絞

り弁レバー２３に回動可能に設けたスイベル５に対向し

て気化器本体２８に設ける。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
機 関 に 混 合 気 を 供 給 制 御 す る 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 に お い て 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の
ア ウ タ チ ユ ー ブ の 端 部 を 収 納 す る 収 納 筒 と 、 ス リ ツ ト を 介 し て 収 納 筒 に 連 通 す る イ ン ナ ワ
イ ヤ 挿 通 口 と を ケ ー ブ ル 保 持 体 に 配 設 し 、 ケ ー ブ ル 保 持 体 を 絞 り 弁 レ バ ー に 回 動 可 能 に 設
け た ス イ ベ ル に 対 向 し て 気 化 器 本 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 体 に 螺 合 し た 調 整 ボ ル ト の 端 部 を 前 記 ア ウ タ チ ユ ー ブ の 端 部 に 対 向 し て
配 設 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 に 強 度 保 持 用 の リ ブ を 設 け た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 気 化 器 の 絞 り 弁
操 作 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー ブ ル 保 持 体 を 絞 り 弁 の 弁 室 を 封 止 す る 蓋 体 と 一 体 に 成 形 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の
気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 燃 機 関 の 燃 料 供 給 装 置 、 特 に 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の 装 着 が 簡 単 で 、
ア ウ タ チ ユ ー ブ と イ ン ナ ワ イ ヤ と の 遊 び の 調 整 が 容 易 な 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 に 関 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 は 、 蓋 体 の 装 着 固 定 部 ８ に 六 角 ナ ツ ト
１ を 備 え た ケ ー ブ ル 保 持 体 ２ の 先 端 外 周 部 に 保 持 固 定 用 の ね じ ３ が 切 ら れ 、 ケ ー ブ ル 保 持
体 ２ の 先 端 中 心 部 に イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ が 設 け ら れ て い る の で 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル
を 装 着 す る に は 、 イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ か ら イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 を 引 き 出 し 、 イ ン ナ ワ イ
ヤ の 端 部 を 絞 り 弁 レ バ ー の ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６ に 係 止 し た 後 、 保 持 固 定 用 の ね じ ３ に よ り
遊 び を 調 整 し 、 さ ら に ロ ツ ク ナ ツ ト ７ を も つ て 位 置 決 め 固 定 す る も の で あ つ た 。 し か し 、
イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 を ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６ に 装 着 す る に は 、 周 囲 の 空 間 が 狭 い と か 、 割 溝
６ が 狭 い な ど の 理 由 で 装 着 性 が 悪 い 。 さ ら に 、 イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ は イ ン ナ ワ イ ヤ よ り
も 大 径 な の で 、 装 着 操 作 を 誤 る と ア ウ タ チ ユ ー ブ が ケ ー ブ ル 保 持 体 ２ か ら 脱 落 す る こ と が
あ つ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の 装 着 操 作 性 を 改 善 す る た め に 、 ケ ー ブ ル 保 持
体 ２ の 六 角 ナ ツ ト １ 、 ロ ツ ク ナ ツ ト ７ 、 装 着 固 定 部 ８ な ど に 軸 方 向 の ス リ ツ ト ９ を 設 け 、
イ ン ナ ワ イ ヤ を ス リ ツ ト ９ か ら イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ へ 装 着 す れ ば 、 イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部
は イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ よ り も 大 と す る こ と が で き 、 イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 を ス イ ベ ル ５ の
割 溝 ６ に 装 着 す る 場 合 に 、 誤 つ て イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 が 割 溝 ６ か ら 外 れ た と し て も 、 イ ン
ナ ワ イ ヤ の 端 部 は イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 ４ に 係 合 し て 停 止 す る の で 、 ア ウ タ チ ユ ー ブ の 抜 け
と か の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 し か し 、 上 述 の ス リ ツ ト ９ を 六 角 ナ ツ ト １ な ど に 設
け る こ と は 、 装 着 時 の 強 度 に 影 響 を 与 え る 。 特 に 、 ロ ツ ク ナ ツ ト ７ に も ス リ ツ ト ９ を 設 け
る と 締 付 力 が 弱 く な り 、 機 関 の 振 動 に よ り ロ ツ ク ナ ツ ト ７ が 緩 む と い う 問 題 が 生 ず る も の
で あ つ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 課 題 は 上 述 の 問 題 に 鑑 み 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の 装 着 操 作 を 誤 つ て も 、 ア ウ タ
チ ユ ー ブ が ケ ー ブ ル 保 持 体 か ら 脱 落 す る こ と が な い 、 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 構 成 は 機 関 に 混 合 気 を 供 給 制 御 す る 気 化 器 の 絞 り 弁
操 作 機 構 に お い て 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の ア ウ タ チ ユ ー ブ の 端 部 を 収 納 す る 収 納 筒 と 、
ス リ ツ ト を 介 し て 収 納 筒 に 連 通 す る イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 と を ケ ー ブ ル 保 持 体 に 配 設 し 、 ケ
ー ブ ル 保 持 体 を 絞 り 弁 レ バ ー に 回 動 可 能 に 設 け た ス イ ベ ル に 対 向 し て 気 化 器 本 体 に 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 は 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の ア ウ タ チ ユ ー ブ の 端 部 を 収 納 す る 収 納 筒 を ケ ー ブ ル 保 持
体 に 設 け 、 該 収 納 筒 に ス リ ツ ト を 経 て 連 通 す る イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 を ケ ー ブ ル 保 持 体 に 併
設 す る こ と に よ り 、 イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 を 絞 り 弁 レ バ ー の ス イ ベ ル に 装 着 す る 時 、 仮 に イ
ン ナ ワ イ ヤ が 外 れ た と し て も 、 イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 が こ の 外 径 よ り も 小 さ い ス リ ツ ト に 係
合 し て 停 止 す る の で 、 ア ウ タ チ ユ ー ブ は ケ ー ブ ル 保 持 体 に 保 持 さ れ て 脱 落 す る こ と が な く
、 結 果 と し て 装 着 操 作 性 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る と 、 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る 気 化 器 は 吸
気 道 ４ １ が 横 貫 す る 気 化 器 本 体 ２ ８ に 、 吸 気 道 ４ １ と 直 交 す る 円 筒 形 の 弁 室 が 設 け ら れ 、
該 弁 室 に 絞 り 孔 を 有 す る ロ ー タ リ 絞 り 弁 が 回 動 可 能 か つ 昇 降 可 能 に 嵌 挿 さ れ る 。 気 化 器 本
体 ２ ８ の 上 端 壁 に は 弁 室 を 閉 鎖 す る 蓋 体 ２ ２ が 複 数 の ボ ル ト ２ ７ に よ り 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 示 の 実 施 例 で は 、 蓋 体 ２ ２ に ロ ー タ リ 絞 り 弁 の 弁 軸 （ 弁 軸 の 上 端 は 蓋 体 ２ ２ の 突 部 ６ ０
に よ り 覆 れ る ） と 平 行 に 、 軸 ２ ９ が 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 軸 ２ ９ に 結 合 し た 絞 り 弁 レ バ
ー ２ ３ の 先 端 に ス イ ベ ル ５ が 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 絞 り 弁 レ バ ー ２ ３ は 図 示 し て な い 戻 し
ば ね の 力 に よ り ア イ ド ル 停 止 ボ ル ト ２ ５ の 先 端 に 当 た る ア イ ド ル 位 置 と 、 ケ ー ブ ル 保 持 体
１ ０ の 停 止 壁 ２ ６ に 当 た る 全 開 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 と さ れ る 。 ア イ ド ル 停 止 ボ ル ト ２ ５
は 蓋 体 ２ ２ の 左 側 縁 部 の 突 壁 ５ １ に 螺 合 さ れ る 。 図 示 し て な い が 、 気 化 器 本 体 ２ ８ に は 歯
車 機 構 が 内 蔵 さ れ る 。 つ ま り 、 軸 ２ ９ に 結 合 し た 歯 車 と ロ ー タ リ 絞 り 弁 の 弁 軸 に 結 合 し た
歯 車 と が 噛 み 合 さ れ 、 絞 り 弁 レ バ ー ２ ３ の 回 動 に よ り ロ ー タ リ 絞 り 弁 が 回 動 さ れ る 。 上 述
の 構 成 は 特 願 　 ２ ０ ０ ２ － １ ６ １ ７ １ ０ 号 な ど に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ ， ４ に 示 す よ う に 、 気 化 器 の 絞 り 弁 操 作 機 構 の ケ ー ブ ル 保 持 体 １ ０ は 絞 り 弁 レ バ ー ２
３ に 回 動 可 能 に 設 け た ス イ ベ ル ５ に 対 向 し て 気 化 器 本 体 ２ ８ に 設 け ら れ る 。 気 化 器 本 体 ２
８ の 蓋 体 ２ ２ の 右 側 後 端 縁 部 に ケ ー ブ ル 保 持 体 １ ０ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 ケ ー ブ ル 保 持 体 １
０ の 右 半 部 に ア ウ タ チ ユ ー ブ ２ １ の 金 属 な ど で 覆 わ れ た 端 部 ２ ０ を 嵌 挿 す る た め の 収 納 筒
１ １ と 、 収 納 筒 １ １ の 下 側 に 収 納 筒 １ １ に 連 な る 、 断 面 が 上 下 方 向 の 細 長 い ス リ ツ ト １ ３
と 、 断 面 長 方 形 の イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 １ ２ と を 形 成 さ れ る 。 イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 １ ２ は 左
右 １ 対 の 補 強 リ ブ １ ４ に よ り 補 強 さ れ 、 か つ ス リ ツ ト １ ３ を 経 て 収 納 筒 １ １ へ 連 通 さ れ る
。 図 ５ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル 保 持 体 １ ０ の 左 半 部 で は ス リ ツ ト １ ３ の 上 側 に 調 整 ボ ル ト
１ ６ を セ ル フ タ ツ ピ ン グ す る 孔 が 設 け ら れ る 。 調 整 ボ ル ト １ ６ は 収 納 筒 １ １ へ 突 出 し 、 ス
ラ ス ト 座 板 １ ７ を 介 し て 端 部 ２ ０ に 当 接 し 、 収 納 筒 １ １ に 対 す る 端 部 ２ ０ の 軸 方 向 位 置 を
調 整 で き る よ う に な つ て い る 。 ケ ー ブ ル 保 持 体 １ ０ の 左 端 面 は ロ ー タ リ 絞 り 弁 の 全 開 停 止
壁 ２ ６ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 述 の 構 成 を な す も の で あ り 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル を 気 化 器 に 装 着 す る 場 合 、
イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 を イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 １ ２ に 挿 通 す る と と も に 、 ア ウ タ チ ユ ー ブ
２ １ の 端 部 ２ ０ を 収 納 筒 １ １ へ 嵌 挿 す る 。 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ は ス リ ツ ト １ ３ を 横 切 る の で
、 こ の 状 態 で ア ウ タ チ ユ ー ブ ２ １ の 端 部 ２ ０ を 収 納 筒 １ １ へ 押 し 込 む と 、 端 部 ２ ０ が ス ラ
ス ト 座 板 １ ７ を 介 し て 調 整 ボ ル ト １ ６ に 当 接 し 、 先 行 す る イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ は 全 開 停 止 壁
２ ６ か ら 突 出 す る 。 そ こ で 、 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 を ス リ ツ ト １ ３ か ら 引 き 出 し て ス イ
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ベ ル ５ の 割 溝 ６ へ 係 止 す る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ に は イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９
よ り も 大 径 の 抜 止 め １ ８ が 結 合 さ れ 、 抜 止 め １ ８ が ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６ と 並 ぶ 円 筒 部 へ 嵌
合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ は 緩 ん で も 、 絞 り 弁 レ バ ー ２ ３ か ら 上 方 へ 突 出 す る
外 れ 防 止 壁 ２ ４ に よ り 、 ス イ ベ ル ５ か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ る 。 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ は ス リ ツ
ト １ ３ に 入 つ て い る の で 、 仮 に イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 を ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６ へ 係 止 す る
操 作 を 誤 つ て も 、 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 は ス リ ツ ト １ ３ で 止 ま り 、 ア ウ タ チ ユ ー ブ ２ １
が 収 納 筒 １ １ か ら 外 れ る こ と が な く 、 再 度 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 を ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６
に 係 止 す れ ば よ い 。 イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 端 部 を ス イ ベ ル ５ の 割 溝 ６ に 装 着 し た 後 、 調 整 ボ
ル ト １ ６ に よ り イ ン ナ ワ イ ヤ １ ９ の 遊 び を 調 整 し 、 ロ ー タ リ 絞 り 弁 が 図 示 し て な い 戻 し ば
ね の 力 に よ り ア イ ド ル 位 置 へ 戻 る よ う に 調 整 す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 本 発 明 は 上 述 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 一 般 的 な ロ ー タ リ 絞 り 弁 式 気 化
器 や 蝶 型 絞 り 弁 式 気 化 器 に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 述 の よ う に 、 絞 り 弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の ア ウ タ チ ユ ー ブ の 端 部 を 収 納 す る 収 納 筒
と 、 ス リ ツ ト を 介 し て 収 納 筒 に 連 通 す る イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 と を ケ ー ブ ル 保 持 体 に 配 設 し
、 ケ ー ブ ル 保 持 体 を 絞 り 弁 レ バ ー に 回 動 可 能 に 設 け た ス イ ベ ル に 対 向 し て 気 化 器 本 体 に 設
け た も の で あ り 、 イ ン ナ ワ イ ヤ が 挿 通 口 と ス リ ツ ト を 経 て 収 納 筒 へ 挿 通 さ れ る の で 、 絞 り
弁 操 作 用 ケ ー ブ ル の 装 着 性 が よ く 、 誤 装 着 時 の 再 装 着 性 に も 優 れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 ケ ー ブ ル 保 持 体 を 蓋 体 と 一 体 に 成 形 し た 場 合 は 加 工 性 と 強 度 に 優 れ 、 ケ ー ブ ル 保 持
体 に セ ル フ タ ツ ピ ン グ す る 調 整 ボ ル ト を 備 え た こ と に よ り 、 イ ン ナ ワ イ ヤ の 遊 び 量 を 調 整
で き る だ け で な く 樹 脂 材 と の 摩 擦 に よ る 緩 み 止 め 効 果 も 高 い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
イ ン ナ ワ イ ヤ 挿 通 口 に 強 度 保 持 用 の リ ブ を 設 け た の で ケ ー ブ ル 保 持 体 の 強 度 が 強 い も の で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 絞 り 弁 操 作 機 構 を 備 え た 気 化 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 絞 り 弁 操 作 機 構 を 備 え た 気 化 器 を 視 点 を 変 え て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 絞 り 弁 操 作 機 構 を 備 え た 気 化 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 絞 り 弁 操 作 機 構 の ケ ー ブ ル 保 持 体 を 備 え た 蓋 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 ケ ー ブ ル 保 持 体 の 後 半 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 ケ ー ブ ル 保 持 体 に 装 着 さ れ る イ ン ナ ワ イ ヤ の 端 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 絞 り 弁 操 作 機 構 を 備 え た 気 化 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 他 の 絞 り 弁 操 作 機 構 を 備 え た 気 化 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
５ ： ス イ ベ ル 　 ６ ： 割 溝 　 １ ０ ： ケ ー ブ ル 保 持 体 　 １ １ ： 収 納 筒 　 １ ２ ： イ ン ナ ワ イ ヤ 挿
通 口 　 １ ３ ： ス リ ツ ト 　 １ ４ ： リ ブ 　 １ ６ ： 調 整 ボ ル ト 　 １ ７ ： ス ラ ス ト 座 板 　 １ ８ ： 抜
止 め 　 １ ９ ： イ ン ナ ワ イ ヤ 　 ２ ０ ： 端 部 　 ２ １ ： ア ウ タ チ ユ ー ブ 　 ２ ２ ： 蓋 体 　 ２ ３ ： 絞
り 弁 レ バ ー 　 ２ ４ ： 外 れ 防 止 壁 　 ２ ５ ： ア イ ド ル 停 止 ボ ル ト 　 ２ ６ ： 全 開 停 止 壁 　 ２ ８ ：
気 化 器 本 体 　 ２ ９ ： 軸 　 ５ １ ： 突 壁
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